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Corporate History ～ 「 BPOサービスは、一日にしてならず 」  98年の歴史から ～

･･・事業内容・･･
情報を「紙」というメディアにのせて必要な人が使えるようにする。 創業当時から培った「1 枚の紙」が持つ強さを礎に 5 つの事業領域を展開します。

ドキュメント領域
アウトソーシングサービス
業務の棚卸・運用フローの見直し、

ITツールによる
自動化などにより、

業務プロセス最適化を実現

1
ワンストップ型

プリンティングサービス
専門性の高いプリンティングサービス
企画デザイン・データ作成から
事務局運営や在庫管理まで
ワンストップで提供

2
文書情報

マネジメントサービス
紙文書・電子化文書・電子文書を

マネジメント
文書情報の管理は

コンプライアンス強化・BCP
対策・働き方改革をサポート

3
ドキュメント
プラットフォーム

ドキュメント運用の効率化を実現
するwebサービスを提供
ビジネスの規模に合わせた

構成が可能

4
プレミアム

パーソナライズ
お客様の心をつかむ

「プレミアムギフト&ノベルティ」
1個から大量発注まで対応可能
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アピックスの創業から 98 年のサービス変遷をご紹介いたします

創業から、高度成長期へ、
マニュファクチャリングからプロダクトアウトの70年
河村青写真調整所を、初代河村徳松により、大阪福島にて創業。

戦前、大手企業や地方自治体等へ、
感光紙を製造販売。
戦後、感光紙製造販売は大手参入
により、当社は加工ビジネスへ特化。
大手企業にインプラント拠点開設し、
BPOサービスの草分け。

同時に複写・マイクロ・印刷サービスなど総合的多角化ビジネス
を展開する。
道路インフラに対応した、複写・マイクロビジネス開始。
「株式会社日本複写センター」から
「株式会社アピックス」へ社名変更。
AdobeによるPSを用いたデジタル
印刷ビジネスの模索を開始。
Docutech135導入、オンディマンド
印刷導入開始、デジタル複写機の
黎明期。
オフセット印刷を完全アウトソーシング化。

現ドキュメントサービスにおけるBPOサービスを開始
製薬会社ドキュメントセンター開設、最初の製薬関連BPOサービ
スを開始。
現4代目河村武敏、社長就任。

大手企業/PROD部門とのeコンタクトによるBPOサービス創出の時代
ColorDocutech60発売とともに、
大手製造業で採用され、オンサイト
運用拠点開設。
製薬会社サイト開設。

東京市場への足掛け、
BPOサービスの事業MAによる東京オフィス拠点化
東京市場開拓のため、東京オフィスをパートナー企業内へ設置。
電通恒産第一ビル（銀座1）へ東京オフィス移転。
CDT60V導入により、製薬会社に独自サイト開設。
P-MARK取得のため本社入退室管理システム導入。

東京オフィスに制作部門設置、東阪での2拠点体制構築の時代 
新富町営和ビルへ、東京でのパートナー事業と制作拠点強化の
ため東京オフィスを移転。
プラットフォームビジネスを開始。
ECサイトsense121を開設。
大手製造業サイトにて、カラーカタ
ログ・マニュアルプリントから出荷
まで、フルBPOサービス実現する。

W2P、プラットフォーム、sense121など、web
戦略強化の時代 
大阪本社大規模改修、青焼き廃止、セキュリティ
強化と製造部門の効率化を図る。

生命保険会社の名刺発注システムを受注。
東京オフィスから東京支店へ昇格。

製薬BPO、プリントマネジメント、展示
会出展など、
ビジネスモデル模索と発展の時代
初の大学BPOサイト開設。
ISO27001取得、「Bean2」（現：Bean2+）
入稿サイト提供開始。
感光紙供給終了、100年の歴史を閉じる～複写業の終焉。

東京支店移転 ～2020年創業100年に向けた挑戦の3年へ～
1月末、東京支店を「新富町営和ビル」から東日本橋「オザワビル」
へ移転、ワンフロアー化を実現。

特集特集
東京支店 移転
コーポレートヒストリー
 　～ 98年の歴史から～
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